
 ホッケータウンＴＯＫＡＩ、全速前進！ホッケータウンＴＯＫＡＩ、全速前進！

２月８日、県立東海高等学校で、村のスポーツ「フィールドホッケー」をテーマとした「ホッケーフェスティ
バル2026 ｉｎ 東海村 ｗｉｔｈ ラフェット･デラーブル」が開催されました。

特別ゲストは、公益社団法人日本ホッケー協会公認アンバサダーでお笑い芸人のロッチ･中岡創一さん。中
岡さんのトークや子どもたちとのミニゲームで披露した華麗なスティックさばきに会場が大いに盛り上がった
ほか、国内トップチームと村内チームとのエキシビションマッチや未経験者でも楽しめるホッケー体験、公式
ホッケータウン認定証交付式などが行われました。また、同時開催されたラフェット･デラーブルでは、体を
温め元気スイッチが「オン」になる「温食（ＯＮ食）」をテーマにキッチンカーが多数出店しました。

雪が降る寒さの中でもにぎわいを見せた今回のホッケーフェスティバル。令和元（2019）年茨城国体でのホッ
ケー熱の再燃を予感させるイベントとなりました。

【問い合わせ】生涯学習課文化芸術･スポーツ推進担当（歴史と未来
　の交流館内 ☎287-0851）

東海村の冬の風物詩！東海村の冬の風物詩！

１月12日、総合福祉センター「絆」とその周辺道路で「東海村スマイルマラソン2026」が開催され、マラソン
競技･駅伝競技に延べ745人が参加しました。

駅伝競技の小学生低学年の部では、参加者から「坂がつらかったけど頑張った！」「抜かれて悔しかったので次
は抜き返したい！」などの元気な声が上がりました。また応援者やスタッフからは、「駅伝で最終チームが、チー
ム皆で並走してゴールした時は感動しました」といった感想が聞かれました。このほか家族の部では、坂道がと
てもつらかったらしく泣いて戻ってくる子や、お母さんの手を引いて走る子など、子どもたちのさまざまな表
情が見られました。

参加者の頑張る姿と周りからの熱い声援に、大いに盛り上がった今大会。３月25日（水）まで、総合体育館で
大会当日の写真を掲示していますので、ぜひご覧ください。※各部門の成績は下表のとおりです。

【撮影協力：東海村写真連盟】

「東海村スマイルマラソン2026」が開催されました！ 

村発足70周年記念事業
「ホッケーフェスティバル」「ホッケーフェスティバル」が開催されました！が開催されました！

【問い合わせ】東海村マラソン大会実行委員会事務局（総合体育館内 ☎283-0673）

小学生低学年の部
（男女別 約１．２km）

男子 佐藤 慶多さん（村松小３年）
女子 増本 華菜さん（ひたちなか市 高野小３年）

小学生高学年の部
（男女別 約２km）

男子 永井 蕾斗さん（白方小６年）
女子 林 弥真利さん（小美玉市 小川南小６年）

中学生の部
（男女合同 約２．５km）

男子 青山 洋太さん（東海南中３年）
女子 高槌 美玲さん（東海中２年）

一般の部
（男女合同 約５km）

男子 沢田 歩夢さん
女子 大坪 万里菜さん

マラソン競技
優勝者

小学生低学年の部
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一般の部
（男女合同 約２km ×５区間） 雑走魂東海支部
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優勝チーム

2525 　　 2026 年３月 10 日号　　 2026 年３月 10 日号


